
令和３・４年度 

長崎県教育委員会・佐世保市教育委員会指定 

「ＩＣＴを活用した教育」 

研究の概要および成果と課題 

Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

 

 

２ 研究目標 

 

 

 

 

 

 

３ 研究仮説 

  

 

 

4 研究構想図                             ５ 研究方法 

 

「主体的に学び、確かな学力を身につける学習指導の工夫 〜ＩＣＴの効果的・効率的な活用〜」 

◆目指す生徒の姿 

目的をもって ICTを使い、情報を選択・活用する中で、自分の考えをもってまとめる力を身につけた生徒 

◆目指す教師の姿 

教育課程内で ICTを積極的に活用するうえで、実践→開発→改善を繰り返し、生徒の学力向上や校務のために、

絶えず ICT活用方法を研究し続ける教師 

教育課程において、ＩＣＴを効果的・効率的に活用することで、生徒の情報活用能力を高め、主体的に学習に取り

組み、確かな学力を身につけた生徒を育成できるのではないか。 

（１） ＩＣＴを活用した授業づくり・授業改善 

○ミニ研究授業 

○デジタル学習教材 

○オンラインの取組 

○各教科での取組 

（２） 情報活用能力の育成に向けた実践 

○ビジョントレーニングの実施 

○タイピングコンテストの実施 

○情報モラル 

（３） 環境整備・実態把握 

○ＩＣＴ周辺機器の整備 

○タブレット活用ルールの作成・配布 

○ＩＣＴ回覧板の作成 

○各種調査の結果から（全国学力・学習状況調査

（質問紙）、学校運営調査、アンケートの分析） 

 



Ⅱ 研究の実際 

 生徒用一人一台端末の活用や、Google アプリ等を効果的・効率的な活用について積み重ねてきた実践を大

きく４つの項目に分けて紹介する。 

 

１ 全体での取組  

（１） ミニ研究授業 

◆授業づくりの３つの視点 

研究主題に沿った形で研究を進めていくために、授業にお 

  いては右記の視点のいずれかを取り入れることとした。 

◆授業構想シート        

気軽に授業提案ができるように指導案形式の簡素化 

を図った（授業構想シート）。シートは Google ドライブ 

で共有し、授業者は事前に必要項目の入力をしておく。 

授業者は印刷配付はせず、参観者は端末を持参して 

シートに適宜、コメントや質問を入力しながら授業を参 

観する。 

 

（２） デジタル学習教材 

◆ｅライブラリ 

   佐世保市が導入しているデジタル学習教材「ｅライブ 

  ラリ」を各教科で積極的に活用した。５教科を中心に課 

題や補充学習に利用している。基礎問題から発展問題 

まであることで、不登校傾向にある生徒にとっても取り 

組みやすく、学習の選択肢として大変有効である。 

◆ゆめあこ 

   長崎県教育委員会が提供する学習プリント集『ゆめあこ』を各教科で積極的に紹介し、活用した。 

◆formsの活用 

   授業改善アンケート、単元の振り返り、学期の振り返り、導入での実態把握、生活アンケート、進路希望調査、帰

宅連絡（職場体験・入試）、学級目標作り、研究発表会参加申し込みなどに活用した。 

◆classroomの活用 

   授業で扱う資料の配付、授業プリントの配信、授業内容、ワークシート(リモート授業の生徒に向けて)、日々の宿

題（解答）を共有、テスト範囲・学習のポイント、英検の各種連絡、作品の共有、進路に関する情報の共有を行った。 

◆生徒用デジタル教科書の活用 

   予習として自宅で単語や本文内容の確認、授業の学習内容に基づいた発展学習、ヘッドセットを活用した発音

や音読の練習、授業で扱った映像と同一のものを自宅で視聴する等活用した。 

 

＜授業づくりの３つの視点＞ 

① 生徒が、ICTを目的をもって使っているか 

② 生徒が、情報を選択、活用しているか 

③ 生徒が、自分の考えをもち、まとめているか 



（３） オンラインの取組 

◆リモート授業 

５教科を中心に、リモート授業を取り入れた。欠席や出席停止のみならず、別室登校の生徒の学びを止めないた

めに有効であった。生徒用端末は、佐世保市の規定により１カ月あたりのインターネット接続容量が１人５ＧＢまでと

なっている。家庭にインターネット環境が整っている場合は、自宅でのWi-Fi接続を推奨している。 

◆リモート集会（Meet） 

 全校集会、生徒総会、生徒会役員改選、合唱コンクール等で端末環境を活用した。欠席生徒も自宅から参加する

ことができた。また、職員会議や研究協議でも活用した。 

◆市中体リモート応援（Meet） 

佐世保市中学校体育大会の一部競技において、運営本部との連携のもと、リモート応援を行った。現地に２名の

職員が出向き、生徒端末予備機、カメラ（映像入力）、三脚で配信準備を行った。生徒端末予備機がＬＴＥ回線下に

あったため、持ち出してすぐMeetを使用することができた。コロナ禍で現地での全校応援ができない中、本校生

徒の活躍を全校で応援できる機会を設けたことは生徒にも好評であった。 

 

２ 分掌部会での取組 

（１）情報モラル 

 生徒用端末の導入当初は、生徒が端末をどのように活用するか観察し、教師間で情報共有するところから始めた。

classroomのコメント欄等で「不用意な発言」「不適切な書き込み」が多く見られたため、多数の人が見る公の場（コ

メント欄等）における発信の影響、必要性、書き方（話し言葉と書き言葉の違い）、公私の区別について、継続的に指導

を行ってきた。 

 端末導入から時間が経つにつれ、また学年が上がるにつれ、望ましい使い方ができるようになったと感じられる。端

末が当たり前となったことと、友達からインターネットの使い方について指摘されることが改善の一助になったと思わ

れる。コメントを禁止するのではなく、積極的に使わせる中で望ましい行動を取ることができるように指導していく姿

勢を大切にしている。 

 

（２）タイピングコンテスト 

 情報活用能力を支える基礎的技能とし 

てのタイピング能力及び意欲の向上等を 

目的とし、独自のスプレッドシート教材を 

用いて、全校一斉に、年３回実施している。 

生徒は国語科が選定した文章のタイピン 

グを行い、「長崎県児童生徒タイピング 

検定」指標に基づき自動判定された認定 

級（初級〜ＳＳ級）を確認する。 

 

 

 



（３）ビジョントレーニング 

 １人１台端末環境の実現に伴い、生徒の 

視力低下をはじめとする健康への影響が 

懸念された。そこで、ビジョントレーニング 

を取り入れることにより、視覚機能と目の 

健康に関する意識の向上を図った。 

朝読書前にビジョントレーニングを取り入れ、保体部の生徒が主導し、各自指を使っての眼球運動を行った。保体

部の生徒がトレーニング用のカードを作成し、各学級へ配付する等の働き掛けをとおして、自主的な活動が徐々に定

着しつつある。廊下にビジョントレーニングのカード等を設置・掲示し、跳躍機能を向上させるためのコーナーを設け

た。昼休みを中心に、生徒は手軽にゲーム感覚でトレーニングを行っている。 

 

（４）ICT周辺機器の整備 

◆広角Ｗｅｂカメラ 

 リモート授業を行う際に、黒板全体を映すために、各学級 

に１個ずつ整備した。視野角１２０度で、教卓に設置する。両 

端が歪むため細かい板書を読み取ることはできないが、字 

の大きさやカメラの位置で調整を行い対応した。      

◆生徒端末用ケース 

   ＰＴＡ予算で購入し全生徒に貸与した。生徒は卒業時に返還する。机の横にかけて保管する。持ち帰る際には手

持ち不可とし、置き忘れ等を防止するため、通学バッグに入れることとした。 

 

（５）生徒会活動 

◆専門委員会 

  各専門委員会別に入力シートを作成 

し、専門委員長が「全校生徒会」の 

classroomにアップしたものを、各ク 

ラスの専門部長が入力して使用する。 

  

 

 

＜手順＞ 

① 先月の目標の反省・今月の目標に対する具体策を入力する。 

② 全体専門委員会で各クラスの反省と具体策を学年でまとめ、入力する。 

③ 専門委員会終了後、各専門委員長は決定事項を入力し、後日教室に掲

示する。 

 



◆生徒総会 

議案書を端末上にアップし、学級討議では端末で議案書を確認しながら進めた。学級討議では１人１人の意見を

吸い上げるため、スプレッドシートを活用した。各学級の意見をまとめたものを学級委員に入力させ、提出させた。 

 

 

Ⅲ 成果と課題 

◎学力調査・質問紙調査の結果から 

 

◆成果 

 令和３年度の県学力調査の結果を受け、特に正答率の低い分野に目を向けて対策を行った。国語では、授業中に

適時、端末を活用しながら文章表現活動の時間を増やし、本人だけでなく、生徒相互で推敲したり、アドバイスし合っ

たりする場を設けてきた。数学では、実力テストで思考力・表現力を問う問題を取り入れ、自分なりに考えて記述する

よう促してきた。また、端末上でｅライブラリやタブレットドリル（Ｒ３年）、問題データベースの活用を促したり、小テスト

を行ったりして、多くの問題に取り組ませてきた。 

 ３年生については、国語で２年続けて県平均を上回る結果を得た。数学においても令和３年度と比較し、ポイントを

大幅に伸ばすことができ、着実に学力向上につながっていると考えられる。 

◆課題 

 ２年生については、この２年間において明確な結果がまだ見えていないので、次年度の学力検査の結果をもとに、さ

らに検証を重ねていきたい。また、学年によって ICTの活用頻度に差があり、今年度の３年生は他学年と比べても、

学習に限らず、生徒会活動などでも積極的に取組が進められている現状である。 

 今後も ICTを積極的に活用する授業実践を「教科・学年の枠を越えて」全職員で行うとともに、生徒の実態を丁寧

に観察し、「学習者視点」を押さえて、付けたい力（ゴール）までの道筋をはっきり示す授業実践に力を入れたい。 

 



◎学校運営調査の結果から 

 

◆成果 

 生徒一人一台端末の導入後から、上記調査の「できる」「どちらかといえばできる」の割合について、数値が向上

していることが明らかである。意識については個人差があるので、技能や意欲の個人認識レベルは相対的なもの

ではないとはいえ、向上の要因として、次のようなものが挙げられる。 

① 導入当初は「学校保管（専用器具庫で充電）」だったものを、施錠や取り出しの煩雑さから「毎日持ち帰り（家庭

で充電）」に早急に切り替えたことで、家庭でも必然的に毎日触れる機会が増加した。 

② 授業での使用はもちろん、classroom での課題配信と提出、各種アンケートなど、担任や教科担当とのやりと

りの機会が大幅に増えたことで、端末に触れる機会が増加したこと、などが考えられる。「触れる」「使う」「慣れ

る」の結果であると考えられる。 

  

◎研究全体を振り返って 

◆成果 

 タブレットの活用について、生徒にとっての学習ツールとしてより身近なものになり、特別なものでなくなった。授

業等の活用時にも「自然に使う」が浸透し、生徒が活用することへの違和感がなくなった。職員間でのやりとりもタ

ブレットを使うことが前提となり、現在も各々で ICT の活用方法を研究することが続いている。また、全体として大

幅なペーパーレス化が進み、諸業務の煩雑さが軽減された。 

   表現力に課題がある生徒も、各教科の授業の中での意見共有などで、端末環境によって自己表現の方法が増え、

学習意欲の向上につながった。また、一人一台端末環境が、やむを得ない出席停止や、不登校傾向にある生徒と

学校をつなぐ一助となった。実際にそれをきっかけとして登校を再開することができた生徒がいたことは大きな成

果と言える。 



◆今後の課題 

主題に沿って研究を進めてきたが、学力向上への結び付きとの検証が十分とはいえない。現２年生は２年間の 

研究指定を受け、実践を積み重ねてきた結果、次年度の学力調査を迎えることになるため、今年度にとどまらず、

実践を積み重ね、検証を進めていく必要性を感じている。 

   また、次年度は小学校でタブレット端末の環境を経験してきた生徒が入学してくるため、より内容や実践の充実

が求められ、さらに研究を重ね、持続可能な研究へとつなげていきたい。 

   導入当初と比べると、気になることも少なくなってきたが、「学習活動時にのみ扱う」という部分においては、十分

とはいえない。実践を積み重ねることによって生じる使用上の問題点もあり、情報モラル教育のより一層の充実が

必要である。 


